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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

平成19年５月31日に提出しました第60期（自 平成18年３月１日 至 平成19年２月28日）有価証券報告書の記載事項の一

部に訂正を要する箇所がありましたので、これを訂正するために有価証券報告書の訂正報告書を提出するものです。 

  

２ 【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第２  事業の状況 

１  業績等の概要 

(2) キャッシュ・フローの状況 

第５ 経理の状況 

１ 連結財務諸表等 

(1)連結財務諸表 

注記事項 

（有価証券関係） 

（税効果会計関係） 

  

３ 【訂正箇所】 

訂正箇所は    を付して表示しています。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

第一部       【企業情報】 

第２ 【事業の状況】 

１ 【業績等の概要】 

(2) キャッシュ・フローの状況 



（訂正前） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益が前期に比較して23億31百万円減少し、235億3

百万円となりました。また法人税等の支払額が前期より増加したこと等により、173億62百万円 (前年同期に比べ9

億96百万円の収入減)の収入となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、その他有価証券の取得および店舗・売場への投資等により、138億49百万

円（前年同期に比べ233億61百万円の支出減）の支出となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払が主なもので、58億37百万円（前年同期に比べ92億56百万

の支出減）の支出となりました。 

この結果、現金及び現金同等物の当期末残高は、573億６百万円となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益が235億35百万円となりましたが、前期に比較

して23億31百万円減少し、また法人税等の支払額が前期より増加したこと等により、173億62百万円 (前年同期に

比べ93億96百万円の収入減)の収入となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、その他有価証券の取得および店舗・売場への投資等により、138億49百

万円（前年同期に比べ233億61百万円の支出減）の支出となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払が主なもので、58億37百万円（前年同期に比べ92億56百万

円の支出減）の支出となりました。 

この結果、現金及び現金同等物の当期末残高は、573億６百万円となりました。 

  

（訂正後） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益が235億35百万円となりましたが、前期に比較

して23億31百万円減少し、また法人税等の支払額が前期より増加したこと等により、173億62百万円 (前年同期に

比べ93億96百万円の収入減)の収入となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、その他有価証券の取得および店舗・売場への投資等により、138億49百

万円（前年同期に比べ233億61百万円の支出減）の支出となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払が主なもので、58億37百万円（前年同期に比べ92億56百

万円の支出減）の支出となりました。 

この結果、現金及び現金同等物の当期末残高は、573億６百万円となりました。 

  

  

  

  



第５ 【経理の状況】 

１ 【連結財務諸表等】 

(1)【連結財務諸表】 

注記事項 

（有価証券関係） 

当連結会計年度(平成19年２月28日) 

②       当連結会計年度中に売却したその他有価証券 

  

（訂正前） 

  

（訂正後） 

  

(税効果会計関係) 

  

(訂正前） 

（訂正後） 

売却額(百万円) 売却益の合計(百万円) 売却損の合計(百万円) 

2,513 4,059 8

売却額(百万円) 売却益の合計(百万円) 売却損の合計(百万円) 

6,564 4,059 8

前連結会計年度
(平成18年２月28日) 

当連結会計年度
(平成19年２月28日) 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳 

 (1) 繰延税金資産 

棚卸評価損 2,553百万円

非連結子会社株式評価損 1,749百万円

賞与引当金 1,212百万円

退職給付引当金 6,819百万円

役員退職金引当金 765百万円

繰越欠損金 5,920百万円

その他 2,598百万円

繰延税金資産小計 21,618百万円

評価性引当額 △8,173百万円

繰延税金資産合計 13,445百万円

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳 

 (1) 繰延税金資産 

棚卸評価損 2,143百万円

非連結子会社株式評価損 1,032百万円

賞与引当金 1,011百万円

退職給付引当金 5,923百万円

役員退職金引当金 1,080百万円

貸倒引当金 1,182百万円

繰越欠損金 6,248百万円

減損損失 3,439百万円

その他 1,862百万円

繰延税金資産小計 23,923百万円

評価性引当額 △9,939百万円

繰延税金資産合計 13,983百万円

 (2) 繰延税金負債 

退職給付信託設定益 △3,473百万円

その他有価証券評価差額金 △3,655百万円

買換資産圧縮積立金 △22百万円

その他 △23百万円

繰延税金負債合計 △7,175百万円

繰延税金資産の純額 6,269百万円

 (2) 繰延税金負債 

退職給付信託設定益 △3,473百万円

退職給付信託返還益 △3,930百万円

その他有価証券評価差額金 △2,638百万円

買換資産圧縮積立金 △21百万円

その他 △95百万円

繰延税金負債合計 △10,160百万円

繰延税金資産の純額 3,823百万円

    

後略 後略 

前連結会計年度
(平成18年２月28日) 

当連結会計年度
(平成19年２月28日) 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 (1) 繰延税金資産 

棚卸評価損 2,553百万円

非連結子会社株式評価損 1,749百万円

賞与引当金 1,212百万円

退職給付引当金 6,819百万円

役員退職金引当金 765百万円

繰越欠損金 8,541百万円

その他 3,054百万円

繰延税金資産小計 24,695百万円

評価性引当額 △11,249百万円

繰延税金資産合計 13,445百万円

 (1) 繰延税金資産 

棚卸評価損 2,143百万円

非連結子会社株式評価損 1,032百万円

賞与引当金 1,011百万円

退職給付引当金 5,923百万円

役員退職金引当金 1,080百万円

貸倒引当金 1,182百万円

繰越欠損金 11,272百万円

減損損失 8,598百万円

その他 2,514百万円

繰延税金資産小計 34,758百万円

評価性引当額 △14,783百万円

繰延税金資産合計 19,975百万円

 (2) 繰延税金負債 

退職給付信託設定益 △3,473百万円

その他有価証券評価差額金 △3,655百万円

買換資産圧縮積立金 △22百万円

その他 △23百万円

繰延税金負債合計 △7,175百万円

繰延税金資産の純額 6,269百万円

 (2) 繰延税金負債 

退職給付信託設定益 △3,473百万円

退職給付信託返還益 △3,930百万円

その他有価証券評価差額金 △2,638百万円

買換資産圧縮積立金 △21百万円

その他 △95百万円

繰延税金負債合計 △10,160百万円

繰延税金資産の純額 9,814百万円

    

後略 後略 
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